


















































































































行する/i吉i悦な1J いから離れよ/ 1昨はこの ~Ilにあってj互いカf l吹に/その後に
は二況の先によって/ 1咲きと苫怖が訪れる/死 1 ;J: ~':j'l設な者たちを十円高に送 り
込む/彼等を死の笛のUJIびによって/全てその輪舞にj生れ込むならば/この
















き塊の三つの状態〉と題されたこの'If.+: 1，1 (fig. 2)は、 4つ場I(rlに分けられ
てL、る。第一.tJ)j而は導入として修道久のわ併をよわしており、第二場 1(1は








死の ~WU?i l支| が私的なヴィジ‘ョンを喚起するにせよ、祈念への導入が私的な




















l[又ることは、おそらく ~/I されるていあろう 。 "'III:~m J に手.って、よUHL I.:J: ljí. に， d:S
だけではなく，iJ~J'tの )iJí 作や市二来、 .'!(\I リ l 、芥の J川!怖町め院仰肘，~1)り〕による総千合ヤI的l内Vなi出lI山j'i川υl川|ド1lを「作l' t 
うようになつ 7たJ カが 11\、こうしfた~ì泌li山山i!江ii[1/山1
{息象:のヴイジジ.ヨンを1喚』灸色起する{刊作1乍主j川IJをもつていTたJことと、そこで行られたヴイジョン
がIn，~氾l の半年 l[えりを，也えて、引'.kの "， て受け 11: められるこ tになったことであ
る。以川信仰とのi長!わりにおいて、 r，J&消火の!'IUluJC合1'1抜凡る、あるいは
十11と私的に会却を火すJ(ベソレテイング)ヴィジ.ヨンは、修道院の|ノォγiの場か

































{納ir円.1常引c~泌t~ カか."叫長必誌μる<>~死佑E 'コ空名r. の 舞E跨f丹~ .、 A111 I 6，.附"伽"伊州食尉M4市~，問晴剛吋岬駅副(n~1
第一土品場L~ [(凶riゆ〉、ノハ、インリヒ.クノ一7ロホ ‘司‘，.I 刊lV，川叫剛甜剛R骨~剛e耐f"ωF










































然~\;i を 10: 進せしめ、その祭~f1.に、つまり通常は聖人伝やキリスト伝の場 lúi が










バーゼ ル、 ドメニコ会修i且~;;;o;l J也



















































1 1 1i l 々の化の~!f.U.1i場 j (lj の断りのパートナーに W(1小さ れる J1J1 f'~ ~ を小しているの
であり、さ!?(こ作身分の代ぷJT=在lUうーとし、う村'i:Iヌ|の'1'で、説教の時次はilk





















た木版画 (f i g . 8Hi、煉獄て"~J'f しむタE 1"1の魂のために行われる J'II ~ド札やミサ
が教阜や{砕を]J巴え大らせていることを?カンニパリスムのグロテスクなイメージ












を ~1;J 祈っているので‘ある。 十jlìfl~ を寸J I 、 "1 し t~ l li(ぶハンス ・ フー ク\クノレーノ{-
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るもの、記憶のためのもの、しるしとなるもの(zumAnsehen， zum Zeugnis， 













ノレターは別の機会に、図像力f1 jめよにあった I ~， 米半や鏡に写ったような
れ物」、 または「貨幣に五1まれた記銘像 MerklコildJのように見られるべきも
のとしているが お、ここててで、伊.言われる1)過&去の lJ川tリ小|ド";j米|長是Z事βJIはま聖書書:に記峨された/
























)，:;'f l ;分 rl' ，V.とではN1.~l1をとともに人川を地獄へと放逐しており、その一|ごに記され
た虫 ，~::':11 ) IJl.t、「死のJlil)は罪であり、 !'mの}jl.t符I法である(コリント書l、
15:56)J、Irlリ去は怒りをW<(ロー マ川、 4:15)Jと読める。また新約盟主を
41 
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J也を III-~T jl'L、 本版1，li注(1'yヒ
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死に対するこのような解釈、!原罪によって生 じ 、 ~ iê に対する処罰者として
現世に偏在し、イ言ifpによって克服されるべき死、 とL、う理解は、ホノレパインの




(fig. 1 2) では、日々の営みの '1 1 で人 1/ \1 に与 り i恭い、これを~Hかすものとして
拙かれてL、る。この芯、|床はlリ1ぼであるが、以後の〈タビの紋-r:'1:}(fig. 13)に|見l
しては、説明が必1)1，ごろう。この|ヌ|では、 二人のリj!J:.によって文えられたタヒ
の紋章Jñ'の土ーに li少 II.\~i 1ーがiJ1かれ、さらにそのJ:.に、市からや11[0.:1'1¥什のlIyi
が~喫の )1予をしたイ i を純一ち ー 1-'. けている。 ぺータースマンによれば、 この棋 イ i
42 
は、イエスが " J 祭長とパリサイ人にぶした悩 ~;;j 1:l 11の警え(マタイ、 21:28 -.1 ~ )
に、 (1らのことをJ託えて 1"ったr'永作りの折てたイiJて、、あって、破れた死の紋
，~;'i: J百の | に騎されたこの脱出は、タビカ~WWではなくキリストへの信仰によっ
て克JIl.されることを白らノjミしていると解釈される '0。つまりこの|ヌ|は、クラー ナ




lil r(ri に j'I'，'j かれた死と l司教のモ ティ ーフは、伝統的な死の~!日行問、具f.f.: (I~J
にはパーセツレの壁画からl[lI.られてL、る。しかしここでは "J教の足元から風
景の述);にかけて散らばる下と羊飼が、 ;J)jl ú i の核心をなす本米の死の~!~
21iへの集'1をJ員なってL、る。この「散らばった羊Jの意味は、テクスト以.J!日

















中直したとすることは、おそらく "rtì~であろう。 |ヌl i象とテクストとし、う観点から}よれ
ば、 (i'riかにそこには伝統的な「振り付けとしての法本形式」を凡ることはで3な
いが、しかしこのr)yたな;d!;芯JIヲよは、やはり|ヌ|像とテクストの241キiな結ひっき
を物日行ってし、るのである。 ， I n~t;)抵の主人 1::'J 1 J Iのテクス卜が|ヌ|像に先だって
j設定されたか、後から1-Jけられたかをここでは川わないにせよ、ここに比られ
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る 。 (，jH~f 、 1 09 ・ 8)
[1)(1のド]
~k をィ、 i減から分かつ !(J-j死によって汝は速やかに押しのけられる/汝がどれ




ストの受Yifrと反キリスト』中の一点である 47 クラー ナハの木版画の緋想
は、ノレターの『ドイツIJ;I民のキリスト教 此族にリうj(520)の次のような一節
から取られている:
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教阜のよlに接吻するこ とは故.!.I ~あってはならぬこ とである。 哀れな 、 '11 深い


























r~， 世末期のトランジ;1~がベノレンの聖具係を脅 かしたような力は認め b れな
い。16世紀の後半から現代に至るまで、人はこれをnl曜日の光の中てか鑑賞

















Helmut Rosenfeld， Der millelalter/iche Tolenlal1Z， Enlslell1g.Enlwici1!lIl1g. 
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The Dance of Death as a Didactic Image 
an Aspect of the Dance of Death by Hans Holbein the Younger 
[Abstract] 
by Mikinosuke Tanabe 
Generally Holb巴in'swoodcut series， The Dance of Death， has been interpreted 
as an independent art object， towhich a text was later appended， and has been 
recognized as a break from th巴traditionalDance of Death images which were 
crea ted as th巴ilustrationsof texts. This article wil move on from this 
interpretation to an und巴rstandingof th巴fundamentalcharact巴rof the Dance 
of Death images as didactic images which sought to teach r巴ligiousdoctrine. 
In the interpretation of Holbein's Dance of Death we can see the changes that 
were occurring in didactic images created from the late middle ages through 
the Reformation. Thus we can consider the confirmation of the traditional 
succession of the Dance of Death images 
The didactic images of the late middle ages were part of the biblia 
pauperurn tradition， and of the mystic tradition， inwhich the visions evoked by 
the image introduced the viewer to doctrine that was originally introduced 
through words. We can see how thes巴Danceof Death images would have been 
part of the didactic image group from our reading of the texts of the extant 
Dance of Death poetry， and noting particularly that the Dance of Death illag巴
was linked to the dogma of purgatory which had been publicly recognized in 
the 13th century. The image of death appears here as the transi which has 
reappeared from the grave， and the transi can be considered the manifestation 
of the repentant soul which is suffering in purgatory. Thus it functions as an 
image that provides a visualization of the new salvation system which incllld巴d
purgatory. This characteristic of the images of the Dance of Death from the 
late middle ages delivers a warning， revealing the forll that th巴viewerwho 
fac巴sd巴athwil assume， and through the vision that is evoked by this 
巴xperienceof perception， we can also say that this iconography was used to 
explain the new dogma of purgatory 
The Reformation denied"both the dogma of purgatory， and the function of 
the traditional didactic images which introduced this religious doctrin巴tolhe 
viewer through th巴vision.And yet， LlIther did not deny the didactic image 
itself， and recognized a new form of didactic image which was used as allegory 
in the visual explanation of doctrine. The classic example of this new didactic 
image can b巴foundin the series of works by Cranach which take The Fall ancl 
Salvation of Man as their subject. The alegorical forms seen in these ill 
88 
